
【北空知支所：地域第一係】

課題番号27

水稲を基幹とした持続可能な複合経営の確立

～ 基盤の強化で夢もてる農業の実現を！！ ～

対象：深川市納内・東豊地域(13戸)

１ 活動の背景

２ 活動の経過

■地域の現状
○水稲を中心とし畑作、園芸を含めた複合経営

を展開
○経営規模の拡大や労働力不足に伴い、水稲の

省力化技術への関心が高まっている
○令和３年度より大規模な基盤整備が本格化し

水田の大区画化が進んでいる
○水稲及び複合品目の安定生産で所得を確保し

たい

■活動の方向性
①「地域の農産物生産性および

収益性の向上」
○水稲省力化技術の改善・定着
②「地域を担う農業者のスキル

アップ」
○複合品目の収量・品質向上
⇒安定生産による所得の確保

水稲の省力化栽培（密苗®、直播）の課題改善と技術の定着に向けて技術支援を行った
○普及対象：水稲省力化技術取組農業者４戸

○課題改善取組農家戸数【現況０戸▶目標２戸】

■具体的推進事項①「地域の農産物生産性および収益性の向上」

■目標事項「水稲省力化技術の改善・定着の推進」

表１農業者への提案事項

ひまわりの初期の栽培技術改善と新品種試験導入の栽培支援を行った
○普及対象：地域後継花き栽培農業者５戸
○ひまわりの栽培技術改善農家戸数【現況０戸▶目標３戸】

大豆間作秋まき小麦の基本技術習得を目標に、生育に応じた
栽培管理の実践に取り組んだ
○普及対象：地域後継畑作栽培農業者１戸
○畑作物の基本技術実践農家戸数【現況０戸▶目標１戸】

■具体的推進事項②「地域を担う農業者のスキルアップ」

ア.目標事項「花き類の品質向上」

イ.目標事項「畑作物の収量の安定化」

写真１水稲の生育確認

写真２ひまわり生育調査

初期生育
は良好！

出芽が揃い、
その後の生育も

順調！



３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

○課題改善取組農家戸数【目標２戸 ▶ 実績３戸】

■目標事項「水稲省力化技術の改善・定着の推進」

○ひまわりの栽培技術改善農家戸数【目標３戸 ▶ 実績２戸】

○畑作物の基本技術実践農家戸数【目標１戸▶実績１戸】

ア.目標事項「花き類の品質向上」

イ.目標事項「畑作物の収量の安定化」

到達度：１５０％

図１密苗初期生育調査結果(R5～6) 図２直播苗立調査結果(R5～6)

表２取組結果

●密苗®の育苗での水管理の改善が図られ、適期移植により生育は順調となった。
●密苗®によるＷＣＳ栽培では生育の把握、収穫前水分調査を基に適期収穫が行えた

●直播では目標苗立本数を確保し、倒伏軽減剤散布の適期散布について理解された

■①地域の農産物生産性および収益性の
向上

○水稲省力化技術の改善・定着の推進
・密苗育苗管理について支援を継続する。
・湛水直播栽培施肥管理について支援を

継続する。

■②地域を担う農業者のスキルアップ
ア 花き類の品質向上

新品種の栽培支援を継続する
イ 畑作物の収量安定化

改善計画を実践するため情報提供と巡
回等支援を継続する。

●調査地点を設置し、適期は種、施肥では調査結果(茎数、植生指数、葉色)を基に分
施(窒素)を実施できた。防除も生育期節を確認し適期に実施でき、品質、収量が確保
され基本技術習得・実践ができた

●初期の栽培技術の徹底では改善の取り組みにより２戸で出芽率85%以上が確保された
●新品種試験では、地域に適する品種が選定され次年度３戸で導入することとなった

到達度：６７％

到達度：１００％

表２取組結果

表３目標事項の実施状況 表４既存品種と試験品種の特徴の比較
取り組み 内容 農業者Ｆ 農業者Ｉ 農業者Ｋ 改善目標

砕土時の土壌水分 △ ○ ○ 適正水分30%程度

適正は種深 ○ ○ ○ は種深度(１㎝）

保温 ○ － － Ｉ、Ｋは６月は種

出芽率 △ ○ ○ 出芽率85%以上

評価 △ ○ ○

※ ○：達成、△：実施したが未達成、×：未実施      ※ ○３つ以上で達成

初期の
栽培技術


